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1１1．まえがき

東京都下の多摩川上流地域の各河川には，ヤマメ．イワナ等が，かなり多く棲息していた

のであるが，戦俊の釣人口の増加による濫獲。山林伐採，林道開発，一部木材搬出の鉄砲流

し等による河川の荒騒によって，魚類の資源は急速に減少していた。

そこで地元漁業協同組合では昭和２６年頃から割合豊富な河川から，ヤマメ稚魚を採集し

ては，荒療した河川え移植放流を行い，増殖を行っていたが，これも充分な採捕が出来なか

った，それでも数年間この放流は続けていたが，備足出来る放流が出来なかったので，人工

的に稚魚を作る方法について思慮していたので，奥多摩分場では天然親魚を採集するように，

地元漁業協同組合に依頼して人工採卵より，ふ化飼育して稚魚を放流することを考え，昭和

２９年１０月１日原川よ()ヤマメ，イワナを採集して人工受精を行ったのが，当場での最初

であり，以麟昭和５６年頃まで天然寵を採集して人工受精を行い，放流を僅かではあったが

実施して来た。

昭和５８年より多年の研究努力が実って，ヤマメ親魚の育成が可能となって，昭和５９

年は前年度放流予走稚魚を親魚として飼育したので，放流尾数が急激に増加し，現在では数

万尾の放流が可能となった。

放流種苗の大量生塵については，或る程度の目安は出来たが，今凌も稚魚から親魚，採卵

までに未解決の問題．特にセッソウ病に対してニジマスより弱い点．また今後大量に供給さ

れるとしても，生籠U､目的が河川に放流し、増殖を計るのが最終目的であることから，河)'１

放流陵の効果についても今麟に残された大きな問題となることは謁らかである。

在来マス増殖は，こＬ数年来急､連にその必要性を生じ全国で研究が行はれ，昭和４２年度

より木蓮庁の指這研究課題として全国の主要県が参加して，増殖研究態勢に入って，研究の

進むにつれ，未解決の問題点が解調さ九つ§ある，今慶もこの研究は継続されるが，当場に

於いて．最も苦心した親魚飼育について、昭和５９年度以降採卵Ｉ二供した親魚の経歴につい

て集録した,今陵の研究の参考になれば幸いです。

lli
1１

2．親魚の経歴（ヤマメ）

１）昭和５９圧度採卵に供した親魚

ａ）採卵からふ化まで

採卵月日昭和５７年１０月５１日及び１１月９日（発眼１１月１５日，１明５日）

9尾数２４尾（年令不詳）

-スー
ーグ



採卵数

一尾平均採卵数

死卵数

不受精卵数

発眼卵数

発眼率

ふ化卵数

発眼后死卵数

ふ化児数

死魚数

差引残数

Ｚ０９６粒

２９６〃

８７２〃

５５〃

６．１８９〃

８Z２冊

６．１８９粒

８４１〃

５．５８２尾

２．９８９〃

２．５９５〃

ｂ）ふ化からの経過（採卵２群，混養）

ふ化終了昭和５７年１２月２５日

飼付開始〃５８年２月２０日

取揚調査

へし、死取湯尾数

昭和５８

］

※同上Ａ群１．０００尾親魚用として分譲

〃Ｂ群１．１２７〃小型群として分養

ｃ）昭和５８隼１１月１９日以降の経過

８摩１１．１１９k重ｎ尾Ｉ０尾１１．０００崖

4日ノＩＺ４〃１０１１．０２４〃1大Ｈ１Ｅｉ

Ｕ〃１０１１．ｏｚと ］９４

４

IWll尾口|;非J|に''１劇

月日 取揚尾数 不明数 へい死

口
］
〃

〃
〃

５
０
７
９

１
２

１

円
ロ
〃
〃
〃

５
７
０
１

１
１

年
・

Ｑ
Ｕ

Ｚ
Ｊ
〃
〃
〃

和昭
※

尾
〃
〃
〃

１
５
０
７

５
５
１
２

０
１
０
１

●
●
●
●

２
２
２
２

５６２尾

＋１４５〃

１１４

＋１１７

″

″

１９尾

５１ ''

Ａ群１．０００尾 Ｂ群１．１２７尾

月 放養 へい死 尾数 摘要 放養 へい死 尾数 摘要



『

ワ 1．０２４

１．０２６

１．０１０

１．０１０

1．０９２

１．０８７

２

jG旧町
釣人より,河Ⅱ
不詳(入川刀弍

越沢）捕上１４

尾大丹波川へ

５
２
９

鶏不
巡

9861臭灘妖５

昭和５９伍６月１０日取揚週刊大小に区分

大の部Ａ群とする２１８尾

小〃ｃ，〃５２５〃

へし､死１２〃

不明数２５５″

合計１．０１０〃

ｍＩｌＩ
,lMII

lUI

ｄ）６月１０日以降の経過

'１

１関数９６１旱

以上の経過を経て，昭和５９年１０月，１９日，５０日，１１月２０日の５

回にわたり人工採卵した。

i’２）昭和４０年度採卵{二供した親魚

ａ）採卵からふ化まで

採卵月日昭和５８年１０月２２日，１１月４日，１９日，

２尾数６６尾（年令不詳）

採卵数１６，７７５粒

一尾平均採卵数２５２〃

Ｉｌ１ｌｌ

５

A群５０９尾２１８尾F+９１尾（２年魚混養） ｏ群５２５尾

６

７

８

９

月

10(15日）

放養へい死

ろ

う

２

２０

５

尾数

５０６

５０５

５０１

５０３

９１１６

３２１２

滴 要

９月１日
大丹波)||より

＋５０尾

放養 へい死尾数

５５２２

０５２２

１５２１

０５２１

５１
９１４１

８２５５

摘要

A灘０群の飼

育地が隣接し

て両区ｶﾖｰ部

混養されてい
◎

合計 ５２８ ５９４ 不明数９６尾



句

死卵数２．０８６粒

不受精卵数４７８〃

発眼卵数１４．１６９〃

発眼率８４．４妬

ふ化卵数１４．１６９粒

発眼后の死卵数１．４５７〃

ふ化児数１２．７１２尾

ｂ）ふ化からの経過

採卵１回分６．４５０尾，２，５回分６．２６２尾のふ化児をＡ，Ｂ群に分け飼育した。

取揚調査

）

ｃ）昭和５９塗６月６日～７月１４日

4．［」

３計１０．１７４屑

5．２７０

４６△

ｄ）昭和５９年７月１４日～１１月５０日

3.フ７０犀４４０厚

[」８

６

当初尾数

へい死

１．４４０尾

８２ ''

８，２７０尾

１．９０５〃

Ａ 群 Ｂ 群

ｓ５９Ｌ６、６．

ふ化児数

へい死数

差引残数

敗揚尾数

不明数

尾
〃
〃
〃
〃

０
２
８
８
０

５
５
９
６
７

４
６
７
６
８

●
●

６
５
６

＋

尾
〃
〃
〃
〃

ワ
ー
１
２
２
０

６
５
７
７
０

２
６
１
０
１

●
●
●

６
５
４
１

Ａ 群 Ｂ 群

当初尾数

へい死

差引残数

取揚尾数

不調数

尾
〃
〃
〃
〃

８
５
５
０
５

６
５
１
４
７

６
２
４
４
９

巳
●
●

６
６
１
４

４．０７２尾

５１５ 〃

５．７５９'′ＡＤＢ計１０．１７４尾

８．２７０″〃 ９８７１０″

＋４．５１１″ ″ ４６４″

Ａ 群 Ｂ 群



蘆 llll

１
１

０．０６，画

取揚屋 ３計総体重ヨヌ５８０１ヲ８

１１
８ツヨ麺

ｅ）昭和５９年１２月１日～採卵期まで（Ａ，Ｂ群を混養する）

ｌｌｌｌ

６人２８犀 ５７０１犀

１［ ．／

6６９

６．６９ｍ

6．６６８

4．１１１１００ ４６ｂ尾／Ｕ５００１

,１，

１
－

Ｆ
’

］９

」９

|■【】

８ Ｊ７Ｃ

１１:齢Zl無卯魚8９U、１８

以上の経過を経て昭和４０笙１０月１９日から採卵を実施した。

ろ）昭和４１圧度採卵親魚の経過

ａ）採卵からふ化まで

採卵月日昭和５９年１０月１９日～１１月２０日

採卵尾数２４６尾（２，５混合）

採卵数５５．５４５粒

一尾平均採卵数２１７〃

ｉＭｌ７

ロ
－

年,月 ワ 日 放養 へい死 尾数 摘要

５２１２．

４０．１

〃２

〃

″

５

４

〃５．１２．

〃５．２４．

〃５２４～５１

〃６．

〃

〃

〃

ス

8．

２

〃１０．１８

6Ｚ２８尾

取揚１５

１１００〃
尾
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

７
２
０
イ
ー
８
１
釦

７
Ｊ
イ
ー
反
）
戸
〕
Ⅶ
守
ブ
。

（
／
一

梛州
１
１

６７０１尾

６．７００〃

６６９５'′

６．６９０〃

６６．７１'′

６．６６８〃

１．０９５〃

１．０９１〃

１．０８１，，

１．０７０〃

１．０６２〃

Ｑ４５４〃

８４５８〃

放流５．４６５尾７０．５００１

他８〃’
▽~

へい死６７'′

不調数２．０２８〃

Ｚ１０

無卯魚８９尾



｣
発眼卵数

発眼率

４９L８８５粒

９Ｚ６冊

４２８８５〃

７６０〃

４２１２５尾（９８．５禿）

４８．８５９〃（９Ｚ９〃）

ふ化卵

発眼后死卵

ふ化尾数

浮上尾数

ｂ）ふ化后の径過

３Ｄ

Ｊ８

８７９

ｏ）次の様に放養した

５１１０．１９Ｌ

ｄ）昭和４０年５月６日以降のへい死（へし､死原因はセツゾウ病）サルファ剤投与

８５０犀 ３尾（親魚惚５６日

４．６／Ⅲ ６１と

８

|：！
５．８５０尾

4．５７０ ″

２．６６４尾

７７４ ″

５１８尾（親魚候補）

６１４ ″ （ ″ ）

～

麺些 ５９Ｌ１０．１９ ５９Ｌ１０．５０ 59Ｌ１１．２０

ふ化卵

浮上数

取揚４０．５．１８

′'

″

(大）

(小）

１７７１２粒

１Ｚ６５８〃

１Z５２８ ″

５．８５９'′

１１．４８９〃

２８．２５５粒

２８．１５４〃

２２．６４０〃

(５月５１日）

２９５０

１２．６９０

''

″

５．１８０粒

５．０８７〃

２．８７９''（明６日）

５９Ｌ１０．１９Ｌ ５９Ｌ１０．５０ ５，１１．２０

４０．５．６(大）

〃 (中）

８．１５０尾十２．０９０尾

8．８５０ ″ ＋１９L８２０尾 ２．８７７尾

ｊ
Ｊ

大
大

く
く

養混

１
Ｊ
Ｊ
Ｊ

中
〃
〃
〃

く
く
く
く

Ａ
Ｂ
〃
Ｃ
Ｄ
Ｅ
面

〃
〃
〃

０
０
０
０

５
８
９
５

８
２
０
８

５
２
２
８

５４０尾

１．５５０〃

8．２２０

１１．６００

″

ﾉﾉ

２．８７７尾

放養尾数 5.25.までのへい死 5.265~６．２１までのへい死



８．８５０尾

８．２２０〃

１１．６００〃

２．８７７〃

Ｃ
Ｄ
ｎ
Ｆ

５．６６５尾

５９８〃

１２８〃

５７〃

(親魚候補）1.988尾

(親魚候補）１．２１８尾

４１．７６７〃

昭和４０年６月１２日よりセツソウ病治療のため，サルファ剤等投与した。
~~￣￣

供試群はＡ，Ｂ，EijDグループを用いた。

総尾数はZ６０２尾で，試験区４区を設けて行った。

昭和４０隼７月２１巳に取揚を行い，大小選別して大型群を親魚用として飼育した。
サルファ剤添加結果

８９

８９

６Ｕ

ヲ２５０

（ﾀ)スルフアモノメトキシン※親魚飼育した群

この試験群の(大)グループ，４０７９尾にＤグループ,７〕(ブリを選別し，１．９８８尾を加え，
合計５．４４５尾を親魚用として飼育した。

ｅ）７月２１日以降の経過（当初尾数，５．４４５尾）

１０月４日取揚結果

（大）７００尾,１５，５８０，

９

(註)(ﾌ)フゾリト゛ン 不狙２５０尾

年，月，日 ~、 い死数 残数

Ｓ４０．７

〃８

〃９

１０月４日まで

１９８

９５０

４８５

１５

７
７
４
１

４
９
１
０

２
２
８
８

●
●
●
●

【
。
４
４
Ｚ
）
Ｚ
）

尾数

へい死

６．２１～

Ｚ２１まで

差；|残数
取揚尾数

犬 小

一
匹
区
〃
〃
計

照
駒
２
５

対
試
〃
〃
合

1．８８３

1．８９１（ダ）

1．８９７（ダ）

1．９５１（フ）

ス６０２

７５４

１６５

２５６

７５５

1．８８８

1．１４９

１．７２８

1．６６１

１．１７６

５．７１４

７
１
０
１
９

６
２
７
２
７

８
１
１
９
０

●
●
●

１
１

４

ラ
ノ
４
１
反
）
ワ
ニ
原
）

（
／
一
（
ア
イ
０
１
戸
）
〔
×
〕

（
／
」
一
氏
）
“
４
．
．
イ
ー
勺
へ
〕

●

１



掴111

（小）２．８９９尾，２１．８６０牙

合計５５９９〃６６．１拓

不男２０２〃

で）昭和４０鉱１０月５日～４１生５月１０日までの飼育経過

当初尾数５．５９９尾，ろZ２４０９

敗揚尾数５．２５７〃，６１．５６５，

へい死尾数２５７〃

木数８５'′

ｇ）昭和４１年５月１０日の放養内訳

ﾌﾐ1重Iで

６ＵＵ

］

］ＵＵ

１
Ｊ

飼育i径過（各息のへい死表）

LJHJ
摘 要

５月１０日～ろ川

６Ｈ１１日

ＡＢＯ区取揚調査

7月 １２日
″

ヤマメ１ピ，Ｄ区イワナフピ
放養

？ 1８６

１０－

放霧内訳
－－－-

Ａ区

〒、 ﾉノ
ロ

Ｃ〃

Ｄ〃
－－－－－－-

尾数 平均体重 飼育池

６００

６００

1．０００

１．０００

。
“
〃

〃
〃

５
１
１
６

４
４
１
４

，
■
●
●

０
０
６
８

５
５
１

N川上

Ｎｑｌ下

Nｑ２

ヤマメ池入





薑亙目

］４（暴目便]照６凸

ｄ）親魚用または供試用として残した群（５月１７日）

ｅ）昭和４１隼５月１７日以降の経過

Ａ区

当初尾数Ｂ区より合計５月中へい死

５．８００＋１．７２０＝５．５２０－ １＝

６月１０日，２．０００尾を調置用として分養Ａ２とする｡

浅数

５５１９尾

Ｊに幸

８

Ｒ
Ｌ＝

Ｂ区

当初尾数Ａ区へ

４．９５０尾－１．７２０尾＝５．２１０尾

６月へい死４尾調査用１０尾Ａえ８８尾

６月末より飼料試験用として使用

Ⅱ区

当初尾数５．０７０尾

６月中へし､死１８尾調菅用２０尾残数５．０５２尾

７〃〃５〃′′２０〃′’５．００７〃

－１２－

｜,’ ５１．２１２ 1．９４５１ ２６４ 1．１０４（親魚用）

釦

区分 尾数 平均体重 総体 雷

Ａ
Ｂ
Ⅱ

㈹
１
１

〃
〃

１
Ｉ

０
０
０

０
５
７

８
９
０

●
●
●

ｚ
〕
八
斗
貝
）

1．９１８９

1．７９５

２５２８

"

"

Z２９０７

８．８４９〃

１２８１７ ″

合計 １５．８００ 6．２４１
〃

２８９５５
'〃

合計 ９１．７５５

６月qｺのへい死２８尾

７月中 〃 ５ ″

８〃〃 ２〃

９〃 〃 ６〃

１０〃 ８〃″

１１月９日取揚５″

Ｂ区より８８尾放養

放流より2.000尾放養

不調５１７尾





Ｂ区

放養尾数１．６００尾，１０８．７２K，（Ｍ１）

この群は体型を４区に分けて，この区を更に２区として合計８区として指這飼料と市

販飼料を用いて飼料試験と，体型別の性比の出現影考察する試験飼育を行った。

ａ，指定飼料区昭和４２墨４Ｈ２１日以降

放養尾数８００尾

］

月

b，市販飼料区（８００尾）

ヲ月２６日取

1，

６ｂ８

Ｒ
Ｌ｣

４８１と

－１４－
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Ｂ
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９
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２
１
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１
４
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ろ

■

４
５
６
７
８
９

死いへ

。
〒
〈
。

魚卵無

月 へい死数 調琶用外 残数 ９円２６日取揚

４
５
６
７
８
９
９
３
無

数混一小

０
９
０
０
０
Ａ
１
９
１
１
４

５
１
２
１
死

４

い
１

１

へ

Ｏ
０

Ｂ
１
１
５
０
１

死
６
０

いへ

１

８００

６４１

６３１

６１１

６０１

０

へい死２

７２

５２

４

０

Ｄ
０

０６
フ
ノ
句
」
ｎ
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フ
ノ
イ
ー

２０２２０５へい死累計

計５７５

計１７

ﾉノ ５

盈 へい死数 鯛遷f月外 残尾数 ９月２６日取揚





訂

乗眼，ﾛ轍 ｑ４Ｚ垂度洙卵観察 塊魚用として飼貴

群では特に変わったことはなく．普通の飼育で一部放流する群にセッソウ病が発病サルフ

ァ剤投与した。昭和５９年度のような被害は受けなかった。

５）昭和４１年度

採卵結果

豪i:苓退三 数尾

堂

i1JiPi

－尾平均採卵数

６７７

７６５

７１２

発眼卵数

５．２２０

４．５０o

z７２０

発眼率

５２．８妬

９８．５〃

摘要
４１．

１０．１５

１１．２２

小計

１０．１５

〃２２

瀞２９

１１－５

〃１２

５年魚

72.5〃

５８７

５４２

５４２

５１８

３１８

５４２

〃
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〕
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１
１
口

２圧魚

小計

合計 9１８１５１２７０２ 1０２９２６５４．９〃５４８

本圧の結果は汐IfEに比較して非常に悪く，発眼后も不良で、残魚は多数の奇型魚が出現

している。．

ふ化率までの結果は次のとおりであった。

朱卵月日

８９９

ヲｂ８

１６－

４１．１０．１５．

'′〃２２

２０５混合

″

１９L１５１

５５．９５８ にi北署’
採卵月日 魚令 ふ化卵数 ふ化児数 ふ化率



屡

１

２
２
２

４１．１０．２２

〃１１．５．

〃〃１２

1４．２７２

２５．４９７

６．５６７

1５．４１２

２１．８１１

６．５５５

８０．０妬

９２．８

９６．８

この蕨に１０月１５日採卵については，特に低率で調った。この原因については不調で

あるが，水温，管理の点，餌科の問題等があげられるが，親魚の経歴で２錘魚の採卵群が

ふ化后５～６月に多霞に発生したセツソウ病にサルファ剤，フラン剤を長期に亘０投与し
たことと併せて興味振ることではないかと思われる。

この親魚のふ化后５～６局頃にセッソウ病治療のため投与した薬品

第１回昭和４０年５月２０日～６月７口裏で

スルフアモノメトキシン100,,/k'２日目以降は75』､Z/Ｒ９
全稚魚に投与した。

第２回昭和４０圧６劇１５口～２２日まで

親魚候補群を４群に区分して投与した。

対照区．無投与

スルフアモノメトキシン区’００，２，/kザ

２００１ｍｌｉＺ/k，
″

フラゾリ1jン（餌科に対し）０．５総

第５回昭和４０年６息２９日～７k１４日７群に分け投与

対照区無投与

スルフアモノメトキシン区’００Wk，２日目より半量
スルフアジメトキシーシ，，〃〃

スルフアメラジン150噸緯，ハ

スルフアイソメソン’００’1場/《!？〃
フラゾリドン餌科の0.1冊

第４回全親魚候補に対して投与，昭和４０笙８月１２日～１５日

スルフアモノメトキンン,初日２０蝿/k９２～４日100,W彰

'’

「

４）昭和４２年度

採卵結果

一尾平均り｢数魚令 摘要

－１７－



■
1．６７６1．７１０ ９８．０妬８５５

1Ｚ１５１ ５９１ 1５．９７５ ９５５〃

2４．０５４ ２１．８６９５４７ ９０．９〃

2５．６２５ 2５．２６９４６６ ９０．８〃

1４．１９６ 1２．８２７４９０ ９０．４〃

1２５０５ 1８．１７５ ９５．２〃５７５

5．５２６ 5．５２７ ９４．４〃５２１

5．５９７ 5５７５ ９５８〃５６０

８８．６〃2４５２４５ ２１７

４７０１０１５８９ 1００．７０８ ９１．９'，

ihIJ
６．０８１

１５．９８６

６．０２５

８５５２

１２．０２７

４．６５５

１．４５７

２９１

９５０

８６９

９５２

1．０２５

８
２
７
１
５

６
８
８
９
６

６
５
２
２
４
．

４１．６２０５５．７６０

１４２．５２８１６３４９

以上の結果で発眼后Ｄ径過は洲圧どおり、成績が亀込烹江．昭和４１伍度ｎ棟たことは

ない冤込で尻る゜

4．親魚に与えた餌科

１）昭和３９年度配合霄｝合錫

合合&科稚魚
■■■

■■＝、レン

司合・二科

凍,､、１月粉末

'

１
１
』

」

－１８－

■■

５
５

２
２

１０
０
０

５
５
３

口

５
５
５

４
４
４

口

５

Ⅲ４
５
６

月 さなぎ妬
配合餌科
成魚用粉末

小麦粉
配合餌科
餌付用粉末

配合餌科稚魚
用ペレット



鯵
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０
０
０

３
３
５

２５

４５
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２５

２５ ※１００ 燕採卵後

２）昭和４０厘度配合割合％

ニ
ー
｜
申
．
｜
｜
」
凸
已
■
Ｐ

５）昭和４１錘度

６．１２日以降Ａ Ｂは，２４日まで全配合配合割合妬

粉

ｎ
Ｊ
〔
Ｕ
〔
Ｕ
Ｑ
〕
ｑ
〕
〔
Ｕ
ｍ
Ｕ
、
〕
可
』

Ａ
３

P1

LJ

昭和４２年度

配合割合妬

Ａ指這餌科 魚粉 ６５％

飼料酵母 ５〃

小粉 ２８〃

0.5〃ハルパビタミン

0.5〃Ｅフイド

１９

【←屡琶一篭

口
吋

各区大豆油５９脈加、※Ａ・Ｂはヘルパー、ｃは長野県漁連

月 いざざ
配合餌科
成魚用粉末

小麦粉
配合飼料
餌付用粉末

配合飼料稚魚
用ペレット

ピタ

外
ﾐンミツクス

割

４
５
６
７
８

９

５０

５０

５０

肝臓（外）

２０

cz澱粉２０

２０

２０

２０

０
０
０
０
０

８
８
８
５
５

１００

５
１
１
１

いざざ
配合餌科

成魚用粉末
配合餌料
餌付用粉末

小麦粉
※
ビタミンミックス

４

５

６．１０まで

６．１２以降

７

８

９

９２５以降

〔魚粉）

５０

５０

５０

Ａ６５

Ｂ４５
Ｃ

Ｃ５０

(酵・母）

５０

５０

５０

Ａ ５
Ｂ ５

４０

０
０
０

０
０
０

２
２
２

８
８
８

○

０
０
０
８
８
０
０
０
０

２
２
２
２
４
２
２
２
ろ

Ａ
Ｂ
Ｏ



雷

Ｖ､００２冊

サフラワ油外５〃

Ｂ，市販虹鱒用配合餌科ペレット１００％

ｃ･自家製餌科,配合･餌料餌付用粉末８０拓

小麦粉２０〃

ビタミン（長野）１〃

大豆油（外）５〃

サフラワ抽外５％

5． 親魚飼育試験

）昭和４０年度

期間

放養尾数

放養魚量

平均体重

取揚尾数

不調数

へい死数

増重量

１

昭和４０窪５月２４日～１０月１８日

奴蓑尾致１１００尾

放養魚量５０．２K９

平均体重４５．６１

取揚尾数１．０１１尾

不調数５１′′

へい死数５８〃

増重量１１５．９薄

給餌量２０６．２K，

餌科効率５６．２％

給餌内訳

配合餌科餌付用粉末１０４．２鱒

ｃｚ殿粉１．４〃

小麦粉４０．１〃

肝臓生重量２．７〃

いきざ（北侮道産）５Ｚ８〃

ビタミンミックス（長野）１．８８〃

合計〔ビタミン除く）２０６．２〃

この採卵結果は昭和４０fE度採卵の項参照

－２０－



２）昭和４１年度

期間昭和４１年６月１２日～９月５０日

８ ソ６４

ｄ９
ヲ２８

8－９９
３．８０Ｃ

ﾃﾉ」員0Z惨 ｙＬ５０Ｃ ｊＵ ４０Ｃ

些均休電ﾌｧ立需
ｄＵ

テ）」日DＨ２ｊ

旱衝 日
Ｌ」

『
－
］

R
L｣

ゴヨ寺壹ザ’四

３Ｕ､５１ｍ 4．ＵＳＣ ６００

餌景（９ 。､ＣＤ［ 6．８１０

璽科効羽9Ｚ ６．．９ ａｌｌ＿ぬ

ｏ餌科配合は親魚餌科の項参照

ＯこID親魚の採卵結果は非常に悪く､ふ化稚魚も奇型魚が多く発生した。

、この採卵結果は昭和４１年度採卵の項参照

５）昭和４２年度

期間昭和４２年４月２２日～９Ｈ２５ａ

Ａ区 餌科配合は親魚餌科の項参照
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歩留

噌重量（?）

給餌量（,）

餌科効率(③

７５．５

８２５８０

６５．２５２

６０．７

８２０

５４．５５０

４８．７１５

７０．９

６４０

２０．８２０

５１．６５１

７４．５

１５．２２０

２０．５６５

７４．０６５．８

Ｂｌ２Ｌ 飼料配合は親魚餌科の項参照
｢￣－－－￣
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ｏこの採卵鑑果は昭和４２fE度採卵の項参照
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項~Ei~良分
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２
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Ｉむすぴ

親魚，､経歴を主に集録したが，５犀魚については経歴が非常に複雑であるので一応除外して

振る。

ヤマメはふ化から親魚までについて次の様なことが云える。

１）歩留が悪い（へい死が多い）

２）不明数が多い。

５）セッゾウ病に対して非常に弱い（稚魚一採卵期の全期|劃）

４）大小不同が虹鱒に比較してはげしい。

５）成長の早いもｎは雄で温る。

６）親魚弔として残した祥は，その時甥の大型群をほとんど残している。

以上のようなことが主に云える。な編，昭和４２圧度から国の指遁ｉＪｆ究を受けて葵;諭してい

|Ｉるが，この研究の成果は試験終了においてまたと０京とめたい。

以 上

ｉ
ｌｌ

２３



’

邸水産試験場調脊研究要報６４

睾匡一回■
ロ
（

」４ソ４卓）男

二|]柵月日昭和４

。円ＢＦＷ和』 ］日

罪 記フＫ厩冒言ﾖ匠鷹合埠

;艮泉都l司緬１差護会

りん』


